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The Message from 
President MORITA VISION

Special Interview

継承と発展
　岡山大学をこの地域における国際的な研究拠点にするという構想を継承した上で、具体化、発展させる。　

大学と都市・地域が連繋した新たな「美しい学都」を目指す。

担い手の形成
伝統から学ぶ

真の国際化を目指す

活動の理念
　大学人は地域の人々と連携し、地域の人々は世界の人々と連帯する。地域の自立に貢献する大学となるため、

地域の善き頭脳、地域のための優れた人材養成の場となり、知的に高度な地域サービスを提供する。
国際的なリージョナルセンターを持つ大学に押し上げ、そこから真に個性的な、

卓越した大学をつくり上げていく。岡山の地にあってこそ世界から人が集まり、世界に輝く大学に。

キャンパスの創造
美しい、気品あるキャンパスを創成する

大学のガバナンス
岡山大学にふさわしい組織構造と機能の構築

検証と評価
経営力の強化

新学長、
森田ビジョンを語る。
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︱ 

学
長
の
目
指
す
理
想
の
大
学
像
と
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
は
長
い
歴
史
を
持

ち
、
都
市
の
中
で
大
き
な
存
在
感
を
示
し
て

い
る
が
、
岡
山
大
学
は
岡
山
市
、
岡
山
県
の

中
で
存
在
感
を
示
し
切
れ
て
い
な
い
。
岡
山

大
学
も
１
４
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
っ
て
い

る
。
そ
の
歴
史
と
伝
統
を
活
か
し
、
地
域
の

中
で
存
在
感
を
示
し
た
い
。

あ
る
立
派
な
卒
業
生
が
岡
山
大
学
出
身
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
隠
し
て
い
た
と
聞
い
て

シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
市
民
や
県
民
の
み
な
さ

ん
が
自
慢
に
思
う
大
学
に
し
て
い
き
た
い
。

︱ 

岡
山
大
学
は
多
く
の
留
学
生
を
受
け
入

れ
、
若
手
研
究
者
を
海
外
に
派
遣
し
て
い

る
。
学
長
の
考
え
る
真
の
国
際
化
し
た
大

学
と
は
。

こ
れ
は
森
田
ビ
ジ
ョ
ン
の
一
つ
の
大
き
な

柱
。
岡
山
大
学
が
本
当
に
国
際
化
し
て
い
る

か
と
い
え
ば
、
ま
だ
ま
だ
地
方
の
大
学
に
甘

ん
じ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。
岡
山
の
地
に

あ
っ
て
、
国
際
的
な
大
学
に
し
た
い
。
国
際

的
な
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
も
上
げ
た
い
。
数
値

目
標
と
し
て
は
世
界
で
2
5
0
位
、
国
内

で
は
ト
ッ
プ
10
に
入
り
た
い
。

そ
の
た
め
に
ま
ず
、
人
の
動
き
を
活
発
に

す
る
。
教
授
ク
ラ
ス
の
人
を
１
～
３
カ
月
く

ら
い
海
外
に
派
遣
す
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を

つ
く
り
、
指
導
者
に
も
動
い
て
も
ら
う
。
岡

山
大
学
に
来
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
こ
ち
ら

か
ら
行
く
こ
と
だ
。

︱ 

森
田
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
地
域
と
い
う
言
葉
が

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
。
地
域
を
大

事
に
す
る
こ
と
と
、
国
際
化
と
い
う
の
は

相
反
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
。

私
自
身
も
経
験
か
ら
地
方
の
不
利
は
感
じ

て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
を
逆
手
に
取
っ
て
国

際
化
を
進
め
た
い
。
岡
山
大
学
は
、
都
市
部

の
真
ん
中
に
こ
れ
だ
け
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス

を
持
ち
、
京
阪
神
へ
の
ア
ク
セ 

ス
も
い
い
と

い
う
地
の
利
が
あ
る
。
何
よ
り
も
、
岡
山
大

学
が
岡
山
に
あ
る
限
り
、
地
域
の
人
た
ち
と

私
た
ち
が
一
緒
に
な
っ
て
や
る
こ
と
で
世
界

の
大
学
に
近
づ
く
。
そ
れ
に
は
や
は
り
、
市

民
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
大
事
。
地
域
と
の

連
携
組
織
を
つ
く
り
、
互
い
に
何
が
必
要
か
、

何
を
求
め
て
い
る
か
を
意
見
交
換
し
、
結
び

つ
き
を
強
め
て
い
き
た
い
。

︱ 

キ
ャ
ン
パ
ス
の
創
成
に
つ
い
て
、
学
長
の

思
い
描
く
美
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
と
は
。

大
学
の
本
質
は
教
育
と
研
究
だ
が
、
や
は

り
人
に
集
ま
っ
て
も
ら
お
う
と
思
え
ば
、
そ

こ
に
立
っ
た
時
に
す
が
す
が
し
く
、
気
持
ち

が
い
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
る
こ
と
が
必
要
。

そ
こ
に
は
、
人
が
存
在
し
て
い
る
、
人
間
味

の
あ
る
美
し
さ
も
欠
か
せ
な
い
。
き
れ
い
に

な
れ
ば
、
岡
山
大
学
が
変
わ
っ
た
と
目
で
見

て
分
か
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
は
市
民
に
も
オ
ー

プ
ン
に
し
、
皆
さ
ん
が
誇
り
に
思
え
る
大
学

に
す
る
の
が
私
の
夢
だ
。
プ
ロ
の
ア
イ
デ
ア

を
聞
き
な
が
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
つ

く
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
に
取
り
組
み
た
い
。

構
想
の
段
階
だ
が
、
街
中
に
キ
ャ
ン
パ
ス

を
と
考
え
て
い
る
。
市
街
地
の
商
店
街
に
で

も
、
学
生
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
、
市
民
向
け

の
講
義
を
し
、
大
学
の
情
報
を
発
信
す
る
よ

う
な
場
所
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

４月１日、岡山大学の第13代学長に
森田潔氏が就き、新体制がスタートした。
就任に際して「森田ビジョン」を発表し、

大学運営の方向性を明らかにした新学長に
ビジョンに沿って、決意を聞いた。

︱ 

岡
山
大
学
は
津
島
キ
ャ
ン
パ
ス
と
鹿
田

キ
ャ
ン
パ
ス
に
分
か
れ
て
い
る
。
一
体
感

を
増
す
に
は
、
名
称
を
変
更
す
る
と
い
う

案
も
あ
る
が
。

津
島
地
区
と
鹿
田
地
区
は
別
々
の
大
学
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
も
確
か
。
そ
の
イ

メ
ー
ジ
を
な
く
し
、
互
い
に
連
帯
感
を
抱
け

る
よ
う
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
名
を
変
え
て
も
い
い

と
思
っ
て
い
る
。
意
識
改
革
に
な
る
と
思
う
。

︱ 

組
織
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
ミ
ド
ル
ア
ッ

プ
ミ
ド
ル
ダ
ウ
ン
を
掲
げ
る
が
、
具
体
的

に
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

こ
れ
だ
け
の
巨
大
な
組
織
を
活
性
化
し
て

い
く
に
は
、
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
理

事
の
能
力
だ
け
で
は
、
限
界
が
あ
る
。
実
際

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
各
部
局
だ
と
思
う
。

各
部
局
の
長
に
、
い
か
に
責
任
を
持
た
せ
ら

れ
る
か
だ
。
部
局
と
執
行
部
が
う
ま
く
意
思

疎
通
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
が
一
番
い

い
方
法
だ
と
思
う
。

学
長
に
な
っ
て
驚
い
た
が
、
学
部
長
の
裁

量
経
費
は
ほ
と
ん
ど
な
い
に
等
し
い
。
こ
れ

で
は
教
育
を
担
う
学
部
が
大
き
な
仕
事
を
で

「人見知りで、ほとんど怒っ
たこともない。リー

ダーとしては調整型でしょ
うね」と自己分析

する。中学、高校、大学と
テニス部に所属し、

「高校、大学時代はとにか
くテニスに明け暮れ

た。女の子に、よくもてま
したよ」。最近の息

抜きは休日の庭の手入れ。
「草むしりをして

いると無心になれる。きれ
いになると達成

感があります」と笑う。学
長就任後も日

本麻酔科学会理事長など学
外の要職を兼

任。「医師は自分の原点。
生涯ひと

りの医師であり続けたい」
といい、

出勤前に岡山大病院へ立ち
寄る

のを日課にしている。

Special Section
特集

１ MORITA VISION
Special Interview

The Message from 
President

き
な
い
。
学
部
と
研
究
科
そ
れ
ぞ
れ
の
存
在

意
義
を
明
確
に
し
た
上
で
、
学
部
に
も
裁
量

権
を
与
え
て
い
き
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
が
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
し
っ
か
り
持
て
ば
学
部
を

超
え
た
共
同
研
究
も
し
や
す
く
な
る
。
そ
う

な
れ
ば
、
岡
山
大
学
の
特
徴
で
あ
る
総
合
大

学
院
方
式
も
よ
り
生
き
て
く
る
と
考
え
る
。

︱ 

理
系
と
文
系
を
同
一
に
評
価
す
る
の
は
難

し
い
。
検
証
と
評
価
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
ど
う
考
え
る
か
。

評
価
は
目
的
で
は
な
く
、
単
な
る
手
段
。

大
学
は
多
様
な
人
の
集
ま
り
で
、
一
律
に
評

価
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
。
だ
が
、
そ
う
は

言
っ
て
も
部
局
に
裁
量
権
を
与
え
る
限
り
は

評
価
が
い
る
。
理
系
、
文
系
が
あ
る
総
合
大

学
に
ふ
さ
わ
し
い
評
価
シ
ス
テ
ム
に
進
化
さ

せ
た
い
。
多
様
性
を
持
ち
、
期
間
も
柔
軟
に

し
た
新
し
い
評
価
が
必
要
だ
ろ
う
。

ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
た
目
標
を
実
現
す
る

こ
と
が
岡
山
大
学
の
魅
力
を
創
る
こ
と
と
な

る
。
大
学
づ
く
り
も
町
づ
く
り
も
5
年
、
10

年
で
は
成
し
得
な
い
。
50
年
規
模
だ
ろ
う
。

ビ
ジ
ョ
ン
は
、そ
の
第
一
歩
。
大
学
が
変
わ
っ

て
い
く
き
っ
か
け
に
し
た
い
と
思
う
。

PROFILE
森田学

長って

こんな
人―。

聞
き
手

編
集
長
▼
後
藤　

邦
彰
（
工
学
部
教
授
）

副
編
集
長
▼
林　
　
　

創
（
教
育
学
部
准
教
授
）

Interviewer

伝
統
活
か
し
、存
在
感
を

50
年
後
の
岡
山
大
創
造

1949 年12 月 倉敷市生まれ
1974 年��３月 岡山大医学部卒
　　　　４月 岡山大医学部附属病院麻酔科　入局
1993 年��７月 岡山大医学部　助教授
2002 年��４月 岡山大大学院医歯学総合研究科　教授
2005 年��６月 岡山大医学部・歯学部附属病院長（現・

岡山大病院長）
2011 年��４月 国立大学法人岡山大学長
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